
平成２３年１２月定例議会での所信表明 － 安丸国勝町長 
 

 議会定例会の開会にあたりまして、一言ごあいさつを申しあげます。 

 本日、ここに 第３回大刀洗町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には 師

走に入り、公私ともに御多用中にもかかわりませず、御出席を賜わり、厚く御礼を申し上げ

ます。 

 

 さて、本年も残すところ、あとわずかとなりました。 

この一年を振り返ってみますと、今年こそ平和で安定した社会や景気の回復を望んでおりま

したが、3 月 11 日発生した東日本大震災は、地震による被害に加え、大津波が東日本の太

平洋沿岸部に壊滅的な被害をもたらし、さらに、福島第一原子力発電所事故に伴う原子力災

害に係る対応が継続しているなど、複合災害の様相を呈しており、早期の復興を願うもので

あります。 

 

 また、９月初めの台風１２号による豪雨は、紀伊半島を襲い土砂崩れが相次ぎ、土砂ダム

を形成するなど甚大な被害をもたらし、その後の台風 15 号では河川の氾濫や市街地の冠水、

突風等により、一時 120 万人に対して避難勧告・避難指示が発令されるなど、自然災害の恐

ろしさを教えられたところであり、来年こそ災害の少ない一年となることを願うものであり

ます。 

 

 さて、9月 2日に発足した野田内閣は、「東日本大震災からの復旧・復興」、「世界経済

危機への対応」を最優先課題に掲げ、復興基本方針に基づき、原発事故の収束と福島再生に

向けた取組、エネルギー政策の再構築、財政再建と経済成長の両立、社会保障と税の一体改

革、環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）など、大きな難問が山積しており、大変厳しい環境に

置かれております。 

 

 このような中、東日本大震災からの本格的な復興予算となる総額 12 兆円余の第３次補正

予算が 11 月 21 日成立、復興費用を賄う臨時増税や復興債発行を盛り込んだ財源確保の関連

法及び復旧復興事業費の自治体負担分をゼロにするため特別交付税を増やす特例法が 11 月

30 日成立したところであり、これにより第 3 次補正予算をはじめ、今後 5 年間の集中復興

期間の財源が裏付けられ、本格復興へ環境が整ったところであります。 

 

 また、今後、政府・与党は、欧州の財政問題や円高などで景気の落ち込みを避けるため第

４次補正予算案の編成や消費税増税の時期などを盛り込む「社会保障と税の一体改革」大綱

をめぐる議論を始めるとも表明しておりますが、住民が安心して暮らせる社会の実現のため、

実効ある対策を進めて欲しいと願っているところであります。 

 

 平成 22 年度一般会計決算につきましては、歳入は 60 億 9,236 万円余、歳出は 57 億 6,311

万円余、歳入歳出差引は 3億 2,925 万円余となっており繰越事業費 2,791 万円余を差し引い

た実質収支は 3億 133 万円余の黒字、実質単年度収支は 6,725 万円余の黒字となっておりま

す。 

歳入につきましては、地方交付税は厳しい雇用失業情勢を鑑み「雇用対策・地域資源活用推

進費」等が付加され 5.5％の増、町債は地方交付税財源不足補うための臨時財政対策債の増

加により、49.7％の増となっております。 

歳出につきましては、義務的経費のうち、人件費及び扶助費は増加しておりますが、公債費



は減少しております。また、投資的経費では、大刀洗小学校耐震大規模改修工事や国の景気

対策である地域活性化・公共投資臨時交付金等を活用し、公共事業を前倒しで取り組んだこ

とにより増加しております。 

次に、平成 22 年度の財政指標につきましては、経常収支比率 77.3、財政力指数 0.424、実

質公債費比率 12.4、将来負担比率 26.9 となっており、財政力指数は 0.021 ポイント悪化し

ておりますが、経常収支比率は 3.6 ポイント、実質公債費比率は 0.9 ポイント、将来負担比

率は 25.9 ポイントとそれぞれ改善しているところであり、今後とも、健全財政を堅持しな

がら、住民福祉のより一層の向上に努めてまいりたいと考えております。なお、詳細につき

ましては、決算特別委員会においてご説明させていただきます。 

 

 本年度も 8 ヶ月が経過しましたが、安全・安心な学校を確保するため、平成 20 年度から

取り組んでおります小学校耐震化改修工事につきましては、前年度からの繰越事業である菊

池小学校の耐震化を含む改修工事が完了し、町内小・中学校の耐震化改修工事につきまして

は、23 年度ですべて終了したところでございます。 

また、本年度予定しております諸事業、諸施策も計画どおり順調に進捗しているところであ

り、議員各位並びに町民の皆様の御理解とご協力の賜物だと深く感謝申し上げます。今後と

も住民福祉の増進に鋭意努力してまいる所存でございます。 

 

 さて、本議会定例会で審議していただきます主な議案は、固定資産評価審査会の委員の選

任について同意１件、教育委員会委員の任命について同意 2件、大刀洗町税条例の一部を改

正する条例の制定についてなど条例の一部改正が６件、大刀洗町土地開発公社の定款の変更、

一般会計補正予算及び国民健康保険会計、下水道会計の各特別会計の補正予算、平成 22 年

度一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳入歳出決算の認定など、いずれも重要な案件を提

案いたしております。 

 

 議員各位におかれましては、慎重に御審議いただきまして、最後には、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げまして、ご挨拶といたします。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 


